
 

 

 

 

 

 

 

【日時】 【場所】 

5 月 31 日（水）18：30～20：30 荒川区役所 議員待遇者室 

【次第】  

ステップ１：はじめに ステップ４：分科会の進め方を考えよう！

ステップ２：地域活性化・暮らしの安全に関す

る情報収集 

ステップ３：分科会での検討テーマについて考

えよう！ 

 

ステップ５：その他 

 

 

ステップ１ はじめに                                      

 

事務局より、配布資料と第１回の話し合いの内容について、説明を行った。 

 

ステップ2 地域活性化・暮らしの安全に関する情報収集                      

 

【コミュニティについての主な意見】 

・ 町会側と行政側とのギャップを感じる。行政側から見れば町会が活発に活動している

と見えても、実際には、若い世代の人が入ってこないなど問題を抱えている現実があ

る。 

・ 団地は独自で避難訓練などを実施しており、町会に入る必要がない。また、ライフス

タイルが異なるため町会に所属するのも難しい。団地と町会の橋渡しも行政の役割で

はないか。 

 

【防災についての主な意見】 

・ 災害時の行政の初動体制がしっかりしていなければ、区民レベル（町会、自治会）も

動けない。そのためにも、行政側の初動体制のマニュアルを区民に提示するべきであ

る。 

・ 地域と行政をリンクさせ、情報を密にするべきである 

・ 町会、区民、行政との連携が必要である。 

・ 常磐線は明治通りなど区内の主要道路をまたがっているため、倒壊防止の補強をすべ

きである。 

・ 防災袋より防災ベストを配布してはどうか。そうすれは、ポケットに貴重品を入れて

逃げることができる。 
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・ 災害時に、町会ごとの生命確認をする組織（ネットワーク）の形成を望む。 

・ 行政は、情報公開の仕組みを充実させるべきである。 

 

【産業についての主な意見】 

・ 今の産業には大きな機材が必要である。道が狭い荒川区では機材を入れることができ

ないので、地域的に産業の活性化は難しいのではないか。 

 

 

ステップ3 分科会での検討テーマについて考えよう                        

 

【テーマについての主な意見】 

・ 区民の協力が必要な分野にテーマを絞ったらどうか。 

・ まず、「産業・観光」「コミュニティ・防犯・防災」に分けて議論し、その後、リンク

部分を議論してはどうか。 

・ 大テーマを「コミュニティのあり方」、「産業と観光（区の財政基盤の視点から）」とし

たらどうか。 

・ 懇談会の主旨は「地域活性化・暮らしの安全」なので、テーマをコミュニティに絞っ

たらどうか。 

・ 地域活性化には産業ではなく、他の分野を強化した方が良いのでは。例）介護施設の

設置 

 

【行政側の意見】 

・ 各分野別での具体的かつ建設的な提言を頂きたい。 

・ 「地域防災計画」改正に向けて、避難場所を増やして欲しい、ペットの避難所が欲し

いなどの区民目線の意見を頂きたい。 

・ ライフスタイルの変化に対応した、新たなコミュニティのあり方について議論して頂

きたい。 

・ 区民目線の具体的なご意見（批判も含めて）を頂き、今後の施策に反映していきたい。 

・ 5 つのテーマ全てを議論するのではなく、「防災」にテーマを絞ってはどうか。 

・ 「産業」について、「産業振興基本条例」制定を踏まえ、平成 18 年に懇談会、分科会

が設置され、現在検討途中である。そこでの結論が出てから議論してはどうか。 

 

ステップ4 分科会の進め方を考えよう                              

 

【進め方についての主な意見】 

・ 2 ヶ月に 1回のペースでは、次の懇談会まで日数があり間延びするのではないか。 

・ 2 ヶ月に 1回のペースでも良い。 

・ 1 人 1 人の考えをまとめたレポートを提出し、それをまとめてはどうか。 

・ レポート提出では、提出して終わってしまい、意見の交換ができないのではないか。 

・ テーマを絞らないと議論→合意まで至らないのではないか。 
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・ 具体的な意見よりも、まず進め方を決めた方が良いのでないか。 

・ 1 グループ 15 人は多い。全員が意見を言えるように、「産業・観光」と「コミュニテ

ィ・防災・防犯」でグループを分けてはどうか。 

・ 欠席者が出た場合も考慮し 2グループを分ける必要はないのではないか。 

 

【話し合いの視点についての主な意見】 

・ 第 2ステージである懇談会の位置づけについて、行政側の意見を聞きたい。 

・ 生活者の視点で検討してはどうか。それが我々の強みである。 

・ 配布資料を元に将来像について提言するのか、それとも、現状を踏まえ問題や課題に

ついて議論するのか。 

・ 行政側からの「支援」と実際の区民にとっての「支援」にギャップがあるのではない

か。互いにコミュニケーション可能な距離が必要ではないか。 

 

ステップ５ その他                                       

 

次回までに、意見があればファックスもしくはメールで事務局まで連絡することにした。

また、開始時間を 18：30 から 19：00 に変更することにした。 

 

【次回日程と内容について】 

【日時】7月 12 日（水） 19：00～ 

【場所】荒川区役所 305 会議室 

【内容】防災についてコミュニティを含めて検討 

 

以上 


